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工業立地変動の一研究
一わが国鋳物工業の事例研究一
宮　下　史　明
は　し　が　き
　人問の杜会生活に於げる諸々の諸活動が，いずれかの空間的場所において営
まれる限り，この場所を特に立地（LOcati㎝）と呼ぶことが出来る。我々の経
済活動に於いても，最少の生産費・最少の輸送費などの経済的合理性を追求す
る結果として，これらの立地には幾つかの類型が見られる。フーバー（Edga・
M・Hoo・e・）は，産業の立地の基本的な型として，次の三つの類型を認めてい
る。ω
　（1）原料指向型（Mate・ial　Orie・ted）
　（2）市場指向型（Market　Oriented）
　（3）中間地点立地型（LOcati㎝at　Inte・mediate　POints）
　全ての産業の立地は基本的には，この三つのタイブのいずれかに属するので
ある。さらに具体的な立地決定には，その所在地のもつ場所の因子，白然・杜
会環境因子，歴史的因子などが影響してくるのである。このようにして決定さ
れた立地は，一見した処，固定的であり移動しないように思われるが，季節的
変動や周期的変動のように短期的に変動する立地も存在するのである。また長
期的には，技術的進歩・人口増加・資源の発見と消耗などがあるので，立地は
永続的変動（Se㎝I・r　ch・㎎e）や構造的変動（St・uctua－ch・㎎e）をする場合もあ
るのである。
　著老が特に関心を持っているのは，後者の長期的な立地の変動過程について
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である。これについては7一バーこよる秀れた事例研究があるが，｛2〕著者自身
もわが国の鋳物工業を事例として採りあげて，その立地の変動について考察し
て見たい。事例として鋳物工業を選んだ理由は，その歴史が長く，長期的な変
動を考察するために適当であり，また企業数が非常に多いことである。企業数
が多いことは，全体として見ることによって少数の例外的な立地を排除するこ
とが可能となるからである。本論ではまずわが国の鋳物工業の特色と現状を分
析し，その分布を規定する因子を解明し，鋳物工業の立地の長期的な変動につ
いて触れたい。
注（1）Edgar　M・Hoover・The　Location　of　Econo㎜ic　Activity”1948・
　（2）Edgar　M．Hoover“Location　theory　and　the　shoe　and　leather　industries”
　　1937．
1鋳物工業の特色と現状
　鋳物工業と言う言葉から，ある人は鍋・釜のような日用品を連想するかも知
れないし，また自動車のエンジソのシリソダー・ブロックのような機械部品を
連想する人もあるかも知れない。鋳物工業は，わが国では千年以上の歴史を有
する古い産業なのである。しかしながら，古くからの在来産業の多くが衰退し
たのに対して，鋳物工業が今日でもなお重要た産業として発展しているのは，
鋳物が他のものにない秀れた特徴をもっているからに他ならない。本論を進め
るにあたって，この点について若干触れておくことは適切であろう。ω
　　鋳物の特徴
　（1）製品は数グラムから数トソまで，どんな大きさにでも作れること。
　（2）他のカロエ方法では不可能な形のものまで容易に製造しうること。
　（3）製品重量を軽減しうること。
　（4）製品の試作が容易であること。
　（5）多量生産が可能であること。
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　（6）寸法や精度も必要に応じて相当幅広く変化できること。
　（7）製品の機械加工を軽滅できること。
　（8）運搬重量を軽減しうること。
　（9）熔湯からの直接加工のため安価であること。
　上述したような鋳物の秀れた特徴が，鋳物工業をして今日なお存在意義を持
たらしめているのである。
鋳物ぱ，その材質や製造方法の相違によって，銑鉄鋳物，鋳鋼鋳物，可鍛鋳
鉄鋳物，銅合金鋳物，軽　　　第1表鋳物種類別生産の推移　（通産統計月報）
合金鋳物，ダイカストな
どに分類される。これら
の中で最も用いられてい
るのは，次表のように銑
鉄鋳物である。
　鋳物の中で銑鉄鋳物が
ぷ 銑鉄鋳物 銅合金鋳物 華合金鋳物昭和25年 　　トソ792，845 ???? 　トソ31，014???? 　トソ3，305 ????
29年 962，41512134，90611212，119367
32年 1，433，81318159，13919120，302614
39年2，567，40032490，26429156，5951712
42年2，713，0734277，41724971，3602156
最も多く使用されている理由ぱ，価格が安価であるという点以外に，鋳造性・
加工性・耐摩耗性・耐腐食性にすぐれ，また強度が広範囲に調節でき，剛性が
犬きいなどの秀れた点が多いからである。
　工作機械，繊維機械，ミシンなどは，その重量の80～90％が鋳物の重量であ
り，また原動機，農機具類は30～40％が鋳物の重量である。したがって，これ
らの製造業にとって，鋳物工業の存在は不可欠の条件であり，また鋳物の品質
向上と鋳造技術の進歩改良は，これら諸機械の精度向上と耐久性の増大のため
に欠くことのできない要件であ乱従来の鋳物の欠点は，脆くて弱いことであ
って，強い荷重のかかるものや繰返し衝撃荷重のかかる部分には，高い強度と
靱性が要求されるので，普通鋳鉄では不適当な場合も多かった。しかるに最近
における鋳造技術の著しい進歩によって，鋳鉄でありながらかなりの延伸性と
抗張力をもつ強靱な鋳鉄いわゆる高級鋳物が出現し，これらの部分にも用いら
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れるようになってきた。
　銑鉄以外の他の鋳物，すなわち鋳鋼，銅合金鋳物，軽合金鋳物，ダイカスト
などは・その数量も少なくまた用途も比較的限定されて居り，②銑鉄鋳物と同
時に論ずることは，論旨を複雑にするだけであるので，本論では銑鉄鋳物（及
びその工業）にのみ限定したい。
　そこでまず銑鉄鋳物工業の範囲を明確にする必要がある。本論では，銑鉄鋳
物工業とは，工業セソサスの日本標準産業分類コード幅］N0，317の銑鉄鋳物製
造業をさすものとする。これはさらにコードNo．3171銑鉄鋳物製造業，No．
3172鋳鉄管製造業，N0．3173可鍛鋳鉄製造業の三つに細分化される。そこで
特に断りのない場合は，銑鉄鋳物工業（以下鋳物工業）とはコードNo．3171銑
鉄鋳物製造業をさし，N0，317の銑鉄鋳物製造業を広義の銑鉄鋳物工業と呼び
たい。それは資料によっては，鋳鉄管製造業と可鍛鋳鉄製造業を除いものを扱
っている場合が多いからである。
　わが国の鋳物工業の特色を一言にして言えば，企業の果多多性と零細性である。
それ故，その事業所数を正確に知ることは困難である。最も新しい統計である
昭和42年の工業セソサス（昭和42年12月31目現在）によれば，事業所数は3085一
一銑鉄鋳物製造業2775，鋳鉄管製造業137，可鍛鋳鉄製造業173一となってい
る。また昭和44年度版全国鋳物工場名簿（昭和43年12月現在）によれば，｛4〕2820
事業所となっている。これはおそらく鋳鉄管製造業と可鍛鋳鉄製造業の事業所
を除外しているためと思われる。したがって鋳物工業の事業所は2800前後で，
これに鋳鉄管製造業と可鍛鋳鉄製造業の事業所を含めた広義の鋳物工業の事業
所数は3000前後と言えよう。また従業員数は，前者の資料によれば96632人で
あり，製造品出荷額は2628．6億円である。このように非常に多数の事業所が
存在し，㈲それらが後に述べるように，機械工業や輸送用機器工業の重要な部
品を生産しているのである。
　鋳物工業の第二の特色である企業の零細性について述べる前に，同じ鋳物工
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場でもその性格が異なるものが含まれていることを，指摘しておかねぱたらな
いであろう。すなわち，鋳物製造事業所は専業メーカー，兼業メーカー，一貫
メーカーの三つに分類される。専業メーカーとは銑鉄鋳物のみを生産している
企業をいい，兼業メーカーとは銑鉄鋳物以外に他のものも生産している企業で，
銑鉄鋳物の自己消費が50％未満のものを言う。また一貫メーカーとは，一般機
械製品などを主として生産して居り，銑鉄鋳物の自已消費が50％以上のものを
言うのである。
　これらの構成比は次の通りである。＝6〕
　　　　　　　　　第2表　鋳物製造事業所の営業形態別比較
一
■区　　分 38年工場数
・・年生産量138年従業員数■43年工場数
1867 1036千トソ■専業メーカー 一
51．5千人，（51．4％）1 2141
（68．8％） （43．8％） （75．9％）
■
兼業メーカー 463 665 22．3　＊ 460（17．1％） （28．1％） （22．2％） （16．3％）
一貫メーカー 382 665
■
（14．1％）1（28．1％）
■
23・5＊＊■（25．4％）1　　　　一 （織）1　　　　’
＊鋳物部門の人数　＊＊企業全体の入数
　このように専業メーカーが工場数の70～75％を占め，兼業メーカーが16～17
％でこれに次いでいる。一貫メーカーは工場数では少ないが，生産量ではかな
りの部分を占めている。これは一貫メーカーは規模の大きなものが多く，専業
メーカーは零細なものが多いことを示すものである。このことは第3表，第4
表によってさらに明らかにされるであろう。ω
　すなわち，従業老規模別に見ると，従業者9人以下の事業所が全体の29．5劣，
10～19人の事業所が33．4％，20～29人の事業所が14，1劣と，29人以下の事業所
が全体の77．0％も占めているのである。＝8〕資本金規模別に見ると，法人組織に
なっているものが74．6％，個人経営のものが25．4％と，ほぼ311の割合と
なっている。法人組織のうち資本金100万円未満の事業所は26．5劣，100万円
以上200万円未満のものが27．3％，200万円以上500万円未満23．5劣となって
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第3表鋳物製造事業所の比較（従業老規模別）
産薬分霜．規漢
317　錦候勧掘聖造■
事葉所数 従韮老強
‘人〕
常用労働者
年間月平均籔
（讐誤ナ以）
（人〕
現金蛤与豊額
‘百万円〕
展　材　料
使用類等
　　｛百万円〕
製　遣　品
出荷額等
　　く百万円〕
生　産　額
（警鮒以）
〔百万円〕
付加価値額
（灘挙〕
（百万円〕
3085　　　96032 73a01　　　　55919．1　　　1呂4641．6　　　2脱百鵠92555鎚．9　　　　　119912．1
従彙者敏9人以下
　　　m－19人
　　　20＾鴉
　　　30’49
　　　50’兜
　　iOO－199
　　200－2明
　　ヨoo＾49旦
　　500’ヨ09
　　1㎜人以上
　912
1034
　櫨8
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　218
　舶
　14
　14
　11
　　7
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107制13525
147呂7
11405
31髄
5226
7開冨
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］o側4
130昌O
141ヨ2
110的3102
4珊8
7π5
972呂
呈101．6
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0037，2
75畠宮9
畠舵1．4
6畠鴉．4
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16ヨ5宮．9
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17269．3
43006
畠1〒9．0
136開．7
25ヨ31．1
畠ヨ別o
加971．0
2；花3．1
3223雪．4
’o　I537
別畠；望．5
7朗37
16091．畠
245盟．7
塊070．7
ヨO　O畠1．2
2ヨ呂4ヨ．7
32371．3
403326
ヨ2124．o
君皇〃．o
15670．6
25052，2
〃別拓．1
4蝸3．7
153蝸．4
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］92盟．2
13ヨ40．1
ヨヨ11，7
65ヨ1，1
10m4．ヨ
20；η．ヨ
3171　銑織物黎造簑 2　715　　　11　201 50　090　　　　　40　3拮9．皿　　　　　日1　402，3　　　　11；　4！2．61 7　150．O　　　　　　ヨ20552
従業者薮9人以下
　　　10一旭人
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　　　帥一蝸
　　　50＾；9
　　100－1明
　　200’2兜
　　300一’兜
　　500－9兜
　　1000人以上
畠07
旦冒7
如2
304
1昌6
65
10
　8
　5
　1
4朋2
14420
9畠61
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126；8
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2240
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1707，3
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3575．工
i340呂．宮
iO宮05．7
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I73040
I41i2．9
ヨ445．ε
3575，0
72刷．9
f釦o．6
28ヨ蝸．5
21明1．0
275制．2
刮ヨ畠9，9
25和O．9
59η．4
75π一9
141伽．9
2畠舶O．6
220研．7
皇7舶O．8
34553．筥
26008．ヨ
62明．9
7614．ヨ
143鵬．1
40355
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i0757．5
13105．1
i6刎1．0
10797．1
250呂．0
305畠．6
6300．9
3112　錫自宝宅彗，里ヨ≡箏 1冊　　　9研1 日　9缶畠　　　　　64宝3　8　　　　　22572．0　　　　45　203　84富6614　　　19592．O
従葉折数9人以下
　　　10‘19人
　　　20一鴉
　　　釦一49
　　　50‘明
　　100＾2舶
　　300－4舶
　　500．筥兜
　　iooo人以上
　里22
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　524
1001
　畠94
　ヨ74
1ユ百3
5089
　530
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　5鋼
1i07
4釧8
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3碇昭．9
　1富o．島
　435．7
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15刮5．3
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24η．2
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308肪．3
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1ヨη．0
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i2ヨ67
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3π3可搬黎遣＾ 1ア3　　　15　554 14154　　　　　9　126，8　　　　24伍57．1　　　44231．5’4107．6　　　　　　1冒264．3
従棄者薮9人以下
　　　10－19人
　　　里o一鴉
　　　30’49
　　　50’畠o
　　1OO－1的
　　里oo－2兜
　　呂OO－499
　　500’999
　　1000人以上
　2ヨ君
　ヨ33
　3冊
　○冊
1盟5
20四
　呂57
1割7
3687
4423
　ヨ67
　928
11釦
2121
　跣2
1蜘9
3620
4375
　舶一ヨ
　i54．5
　207．5
　蝸2．9
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1別8．7
　562．5
　752．1
望幽1．4
2072．6
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　259．5
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1茗明．9
2姻2．o
　畠54．7
157昌．1
6ヨ52．2
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2232，4
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1916．3
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12皇57I5
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第4表鋳物製造事業所の比較（資本金規模別）
従業者10人以上の事菓所
産　　糞　分　　窺 事巣所数 従糞者敏
（人〕
現　金
盆与総額
1百万円〕
原材料
使用額等
個万円〕
製遣品
出荷額等
（百万円〕
粗付加
個値額
（百万円〕
有形　固定資産
　　　　　　投責総額
　　　　　健設仮勘定年初現在高　　　　　　　　除　却　額　　　　　は従葉者20人　｛百万円〕以上〕く百万円〕　〔百万円〕
311銑鉄劃肋黎造箏　　会　　　社
　　　1㎝万円未満
　　　ユoo万円以上200万円未満
　　　200万円以上500万円未満
　　　500万円以上］千万円未満
　　　1千万円以上；千万円朱満
　　　5千万円以上1憧円未満
　　　　1億円以上10億円未満
　　　　1噛円以上100億円朱満
　　　100億円以上
個　　　　人
組合　その他
2馴6
2103
　弱9
　574
　4眺
　21壇
　1η
　〃
　2島
　17
　　9
　705
　　8
04珊4
85≡09
8蝸1
1150固
14㎝4
9盟1
］4567
31犯
茗醜7
9㎝6
6ヨ05
8畠12
　ユ63
41811
側畠76
3693
5卯2
6η346i4
73畠！
工8045120
5“2
4欄2
29〃
　　6呂
13301
106蘭4
　59岨
　9421
－31蜆
　86〃
］66壇6
　3畠畠島
12539
19916
16犯1
　6515
　　＝57
2 2皿16
19925呂
123的18973
26363
－7η5
31〃工
　733122952
32軸729073
12531
　　2跣
98冊892623
6427
9552
13250
91㎎
147畠53433
10412
13031
125畠1
00i5
　］皇9
冊041
舶鴉5
1刷4
3珊‘
51η
43直5
9η52700
8604
13皇n14732
2花5
　　呂6
108帥
10側5
　372　551　8621128
1154
　〃621冊
17蝸
2＝畠7
　400　　14
1048
1000
　ヨ7
　63
　101
　H畠
　i帥
　29
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おり，この三つで77．3％を占めるのであ乱このように零細な企業が多いの
であ肌これは，鋳物業は土問とキュポラ（cup0・a）があれば仕事が始められ
ると言われるほど，機械らしい機械は零細工場では全く用いられていたいので
ある。実際に各地の鋳物工場を見ても，うす暗い挨ぽい工場の内に熔解設備と
して”こしき”またはキュポラがある程度で，仕上げ作業に用いるグラインダ
ーが一台もあればよい方である。工場用地と言っても鋳型をつくる土間程度の
ものがあれぽよいので，狭いものが非常に多いのであ乱このように生産設備
もキュポラ以外殆ど必要としないし，また土地も狭くてもよいので，鋳物工場
で働いていた職工などが技術を習得した後，もっぱら家族労働を中心にした零
細な鋳物工場を始めることが可能なのである。かくして鋳物工業には零細な事
業所が多く，これが景気変動によって，営業を始めたり倒産したりするので，
鋳物製造事業所数はなかなか正確に把み難いのである。
　何故にこのように多数の一しかもその多くは小規模の　　企業が存在する
ことが可能なのであろうか。それには鋳物の需要構造について調べる必要があ
る。第5表に見る通り，一副今日では産業機械器具用が28．2％，自動車用が16．0
％，それに鉄鋼業の著しい発展を背景とした鋳型・定盤用が26．1劣を占め，
この三部門で全体の70％を占める。この他に工作機機用，繊維機械器具用，
電気・通信機器用，港湾船舶用が約3％ずつを占めている。昭和30年の数字と
42年の数字を比較すると，繊維機械用と目用品用の鋳物の割合が相対的に減少
し，それに対して産業機械用，特に自動車用の伸びが著しい。この統計には鋳
鉄管が除外されているので，これを含めた昭和43年の数字をあげたい。ωすな
わち，産業機械用23．1劣，鋳型・定盤用21．3劣，自動車18．7劣，鋳鉄管18．7
％，その他24．8％となっている。このうち鋳鉄管は専門の鋳物工場で生産さ
れており，また鋳型・定盤ロールも大手メーカーなどによって生産されている
ので，普通の鋳物工場では種々な機械部品を生産しているのである。
　日用品鋳物は，かつて鋳物工業の主要分野であったが，国民の生活様式や産
　444
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第5表　鋳物製品別生産量の推移
（単位トン）
昭和30年　昭和35年　　昭和37年　昭和40年　　昭和42年
金属工作・加工機械用　　　　　　　　　　　　　42．673　　34．453　　103，351
繊維機械器具用　　97．821　145．258　114．516　94．407　113，309
農機具・漁具用　　28．832　49．067　56．683　48．045　62，450
電気・通信機器用　　35．903　　94．345　　98．017　　82．530　116，918
自動車用　　　151．886228．847230．360539，387
産業車靹・自転車用　　59．360　　12．995　　14．653　　13．735　　26，390
鉄道用　　22．82322．68719．91420，494港湾・船舶用　　50．281　73，μ5　　64．136　61．833　112，564
日用品用　60．60982．504　91．457　87．540　84，505
その他112．231130．824136．595141．464185，944
　　　　言十　　　　　　　　　1，711．016　　1，530．681　　1，694．263　　1，466．529　　2，360，891
1コール用　52．90583．235　82．696　65．992116，563
鋳型・鋳鉄定盤用　　160．630　374．209　　411．956　　541．664　　878，124
合計1，924．6511，988．1252，188．9152，074．1853，365．578
業構造の変化などにより，第一次大戦を境に日用品鋳物と機械鋳物の比率は逆
転し，その後比率はずっと低下しているのである。日用品鋳物は鍋・釜・スト
ーブ・鉄瓶などのように，それ自体で最終需要に向けられる完成品であるのに
対して，機械鋳物は機械の部品が大部分なのであ乱先述したように・一貫メ
ーヵ一は銑鉄鋳物の自已消費が50％以上のものを言うが，専業メーカーもその
生産する鋳物製品の約65％を完成機械メーヵ一に納入し・またその13％を部品
メーヵ一に納入しているのである。機械鋳物は一品一品の注文生産が多く，そ
れだけ鋳物工場の独立性が失なわれ，製品の約80％を直接・間接に大手機械
メーヵ一に納入しているように，大企業の下請的性格が強いのである。
　本来鋳物は大量生産に向いた生産方法であるのに，大企業は大量生産の可能
な重要部品一一例えぼユソジソのシリンダー・ブロックなど一は杜内で生産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　445
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し，その他の数量が少なくて大量生産出来ないものや，あまり高品質を要求し
ない部品などを・中小鋳物工場へ発注するのである。かくしてこれら中小企業
では多品種少量生産を余儀なくされ，しかも多数の同業者がいるため競争も激
しく，低価格でも受注せざるを得ないのである。少品種多量生産している大企
業と，多品種少量生産を余儀なくされている中小鋳物企業との生産性格差は，
ますます増大するのである。このように現在の鋳物工業は，原料たる銑鉄を大
手鉄鋼メーカーに仰ぎ・またその製品を犬手機械メーカーに納入しており，独
占と独占の谷問に生きている分野と言えよう。
注（1〕目本生産性本部r鋳鉄鋳物」昭和34年pp，8～9
　（2〕鋳鉄以外の鋳物の主要需要分野は次の通りである。
　　（可鍛鋳鉄）　管継手用43．1％　自動車用33．1％　産業機械用8．1％
　　（鋳鋼）鉄鋼部門2工．5％　土木部門16．2％　機械用15．O％
　　（銅合金）　バルブ・コック31．3％　産業機械24．5％　港湾船舶16．O％
　　（軽合金）　自動車53．5％　産業機械15％　同用品10．4％
　　（ガィカスト）　自動車56．6％　電気通信機22．8％　産業機械7．7％
　　目本綜合鋳物センター「鋳物工業の構造調査一後編」　昭和40年9月
　（3〕昭和42年5月改訂
　（4）目本鋳物工業会編「全国鋳物工場名簿」昭和43年10月
　（5）アメリカでも人口5万以上の殆ど全ての都市に鋳物工場があり，その数は約2900
　　と言われている。目本の工場数もほぽこれに匹敵する。
　（6）通産省重工業局・目本鋳物工業会編「銑鉄鋳物工業の実態と近代化の方向」一
　　銑鉄鋳物工業実態調査報告書一昭和40年3月
　（7）通産省「工業統計表」昭和42年「産業編」昭和41年「企業編」
　（8〕従業者50人以下の事業所の国際比較をすると，アメリカ55．5％，西ドイツ48％，
　　目本83．9％，と同本の鋳物工場には零紬なものが多いことが特色である。
　（9〕前掲r鋳物工場名簿」p・153
⑩　鋼材倶楽都昭和43年度版「鉄鋼需給の動き」昭和似年8月
2　鋳物工業の立地と分布
本論文のテーマである鋳物工業の立地と分布を考察する前に，これら事業所
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の生産開始の年代について触れておくことは，意義あるものと思われる。ωそ
れは個々の事業所について見れば，諸々の立地条件などが作用して必ずしも最
適立地をしていないものもあるが，全体として見れぱ，その時々の最も有利な
地点に立地していると考えられるからであ乱
　　　　　　　　　　　　第6表　生産開始後の年数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和38年12月31目現在）
　第6表のように，戦後20年間に設立された企業が全体の約半数を占め・特に
10～19年以前に生産を開始した企業が特に多い。また専業メーカーの中には，
5年未満という新しい企業が約10％を占め1先に述べたことを裏付けしてい乱
昭和初期，大正期，明治期に設立された企業も・今なお存続しているものが多
いのである。また専業メーカーの1．2％，兼業メーカーの2．5％が，江戸時代よ
り100年以上も鋳物業を継続していることは注目に値する。この百年問に，鋳
物工業の生産技術や使用する原材料の面で大きな変化があったし・またわが国
の工業化と生活様弐の変化に伴ない，従来の日用品鋳物から機械鋳物への転換
が行なわれたのであった。江戸時代からの鋳物産地の多くは，これらの諸変化
に対応しきれず，没落していったのである。従ってこれら百年以上も継続して
いる十数企業が，何故に存続が可能であったか・また何処に立地しているかは・
一つの興味ある問題であるが，それには別の多くの分析を必要とするので・こ
こでは百年以上存続している企業が若干存在していることを指摘するにとどめ
たし・。
　それでは現在の銑鉄鋳物工場は・どのような分布をしているであろうか。昭
和μ年版の全国鋳物工場名簿から・その所在地をピソクアヅプして見れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44？
15雫未満 5－9年1O－19年・ト・・年1・・一・・竿150－99年，1oo年以上1合計
％ 劣「 ％ ％ ％ ％ ％ ％専業メーカー 10，211．933．619．817．55．8 1．2 1OO
一 兼業メーカー 6．3 11．37．O17．519．46，O 2．5 100
一貫メーカー 3．7 4．9≡31．733．617．97．1 1．1 100
合　　　計 8．7 10．833．921．317．96．O 1．1 100
（昭禾口38年12月31 ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和43年10月現在）
　特に，分布が密な地域は，埼玉県の48！工場（全国比17．3％），愛知県の399
工場（14．4％），大阪府の228工場（8．2％），福岡県4．6％，東京都4．5％，
三重県4．2％，新潟県4．0％，静岡県3．3％，などである。市単位では，工場
数25以上の集積地を挙げると，川口452工場，大阪142，名古屋130，東京都
区部121，水沢（岩手）65，西尾（愛知）65，桑名（三重）57，碧南（愛知）
55，長岡52，山形44，金沢42，東大阪41，京都34，高岡33，福岡29，北九
州29，岐章27，札幌26となっており，かなりの集積地があることが分かる。
一般的に言って，第1図から分かるように，鋳物工場の分布は四大工業地帯を
中心とする太平洋岸ベルド地帯に集積していると言えよう。
　第7表に於ても各地域の特色を指摘しておいたが，全国の主要鋳物産地を分
析すると，大きく三つのタイプに分類できる。ω
　　全国鋳物産地の分類
　（1）日用品の比重が高い伝統産地
　　　　岩手（45％），山形（14％），富山（25％），広島（27％），三重（17％）
　　　　（）　内の数字は目用品の比率
　（2）伝統産地で日用品より機械鋳物へ転換した産地
　　　　埼玉，大阪，三重
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第1図　銑鉄鋳物工場の分布（1968年）
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第8表工業立地範嬢定式
　　　　　　原石安安良交消広補伝　　　　　　　　　価煙質通　大　　　　　　二簑葦婁妾菱費嚢㍗
　　　　　　　　　電働な場　土　　　　　　地地力力水所地地業業
政治経済機構の
変　　　遷
　自由経済
　統制経済歴史的　計画経済因子→
原料の変遷
動力の変遷
科挙技術の発展
所在地（場所）の因子
≡の ↓ 社会的
遷 因子
済
立地単位
（Sta・dortseinheit）
済済 ω一　　工　　場
環境←因子
遷 12〕集中立地の同種工 自然的
遷 場群 因子
1展
13〕集中立地の異種工
場群
気候（温湿度
空気の清澄
　降水など）
地勢一地質
河川の状況
資源の所量質
空間距離
　　　　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　　製品の因子
　　　　　原単位因子　　　　　　　　　費用因子　　　　　（量的測定）　　　　　　　　（価値的，費用的測定）
　　　　　　原　　料・1・・・・・・・・・・・・・…原料費
　　　　　　補助材料……・・・………補助材料費
　　　　　　燃料（特に石炭）……・・・・・・・・・…燃料費（石炭費）
　　　　　　動力（特に電力）………………動力費（電力費）
　　　　　　労働力…………・…・・労働費
　　　　　　原単位重量……・………・握　送　費
　　　　　　　　　　　　　　　　修繕・減価償却費その他諸経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　製晶原価
（3）新興の機械鋳物産地
　　　東京，神奈川，静岡，愛知，福岡
　このように同じ鋳物産地でも性格の異なるものが含まれているのである。そ
して（2）（3）のタイプの鋳物産地が，太平洋岸ベルト地帯に存在するのである。
　このような分布は，どのような理由によって説明づげられるであろうか。あ
る工業の立地（LOcatiOn）を考える場合，原料産地や消費地に近接（a㏄essibi1ity）
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しているか否かといった場所の因子や，気候・地勢といった自然環境などもま
た考慮しなければならない。これら諸因子を一つ一つ列挙することは繁雑にな
るだげであって，かえって理解を因難にするであろう。そこで前頁のような表
を用いた方が，理解を一層容易に・するものと思われ飢
　この二〔業立地範醇定式に基づいて，鋳物工場の立地について考えたい。第一
図から分かるように，鋳物工場は北は北海道の稚内から南は九州の鹿児島まで
ほぽ普遷的に分布しているという事実は，気温，湿度，降水量，風などの気候
要素と，緯度，海抜高度，地形，水陸分布などの気侯因子の影響は殆どないと
考えられるのである。したがって我々は，鋳物工業の分布を規定する諸要因を
分析する際，自然条件の影響を考えなくてもよいであろう。
　そこでまず製品の因子について考えて見たい。銑鉄鋳物の三大原料は，純原
料たる銑鉄・粗原料たるコークスと鋳物砂である。銑鉄は高炉でつくられた新
しい銑鉄（Pig　i・on）だけでなく，第9表のようにむしろ故鉄（Pig　i・0n　sc・ap）
を用いる方が多いのである。帽〕1トソの鋳物をつくるためには，約1．8トンこ
の銑鉄・故鉄・鋼厨を熔解する必要がある。もっとも戻り暦として690kgも
回収されるので，吹べりは一割程度であっる。従って銑鉄は生産の過程で重量
喪失は少なく，純粋原料（Pu・e　mate・i・1）と考えてよい。粗原料1287kgは製
品の重量を全く増加させない。ことに燃料のコークス・木炭・薪の652kgは
熱となって完全に重量を喪失する減量原料（Weight！0sing　mate・ia1）であ乱
また耐火物・生型砂・川砂・桂砂の430kgは，必ずしも一回の使用で使えなく
なるものではなく，減少した分だけ補充していげぼ何回も使用出来るものであ
る。
　鋳物砂は川砂の他に人造硅砂も用いられるようになり，また鉄道および道路
交通の発達により，知多半島の野間砂のような良質の鋳物砂は・全国各地に多
量に輸送されるようになった。また最近の傾向として鋳物砂を全く用いない金
型鋳造法を導入しようとする動きが見られ，近世以前に於いて鋳物業の立地の
　456
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　　第9表鋳放品トソ当りの原価計算表　　　　制限的因子となっていた鋳
費目i名　称原単位同％原　価同％　物砂は，今日ではその立地
　　　　　　　　k9　　κ　　　　円　　　％　　　銑　鉄　67016，4　20．770　26．o　牽引力を殆ど失なっている
　　純故鉄100024，529．00037．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　と言えよう。　　　金岡　　　層　　　100　　2．4　　　2．400　　　3，2
原　原　合金材料　　19　0，512．270　2．6　　燃料は近世以前では木炭
　　料1戻り肩■690－16・51一舳O－24・5を使用していたが，木炭は
　　　（小　計）　1099　27．5135．010　44．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国各地で焼かれていた普　　　コークス　490　12．0　　7．628　　9．6
1材　　　木　　炭　　24　0・6　　480　0・6　遷原料であったので・その
　　粗　薪　　1383．4　483　0・6　　　　　　　　　　　　　　　　　　立地牽引力は殆ど無視する　　　石灰石　100　2．4　　150　0．2
　　　耐火物　110　2．7　　675　0．8　ことができた。現在の燃料　　原　　　生型砂　120　2．9　　240　0．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　であるコークスは重要資材　　　JH　　　砂　　　100　　2．4　　　　150　　　0．2料　　料砧　砂　100　2．4　　350　0．4　であって，その移送費も安
　　　その他　105　2．6　5．705　7，2　　　　　　　　　　　　　　　　　　くその価格は全国的にそれ　　　（小　計）　1287　31，6　15．850　20．O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほど差がない。　電力　　7250．9　原料処理　 　　　　　1．53 　1．9　　純原料の銑鉄．故鉄’鋼
外注　熔解工賃　　　　　1L029　1・5　層は，原価の44％を占め
費鋳型工賃　　　　！8．771　11．O蒙仕上工賃　　≡・・…　．・る最も重要な原料で狐
墓工場給料　　1・・・・・…　ところが運送費のコス1に
　　（小　　計）　■　　　　　118．099　22．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　占める割合は，僅かに1％，慧1地㌘取＝　ll：：1；にす／な／・・1れは銑鉄は
　その他　　　　　　　岨O04　11．4　輸送費を含めた建値制度を
撒し原価1｛1，。詩1（2。竃。。，、罠。。。莞と／・全国どこの駅でも同
　　　　　　（1951年4月全国鋳物工業会調査）　　じ価格で送り込まれるから
である。これは買手たる鋳物工場にとっては誠に好都合な制度であって，鋳物
工場は何故に立地しても同一の価格で銑鉄を講入することが出来るのである。
しかしここで注意すべきことは，買手にとって誠に好都合なこの制度も，売手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　457
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にとってはたとえ輸送費がプールされて売値の中に含まれているとは言え国中
何処でもその空間距離が無視されていては，なるべく輸送費の安い所へ売ろう
とするのが人情であり1またそれが売手にとって利益となる。とくに売手市場
の場合はそうであって，遠距離の場所では入手が困難にたってくる。そこでや
はり鋳物用銑鉄を生産する製鉄所の近くや，川口，名古屋，大阪など安価な水
運が利用できた所は有利であった。
　しかし原料の銑鉄は高炉銑（Pig　i・0n）ばかりを使用するのではなくて，む
しろ故鉄（screp）を使用する場合が多い。第9表からも分かるように，1トソ
の鋳物を造るのにスクラップの銑鉄を1トソも使用しているのであ乱スクラ
ヅプは組成が一定しないので，エンジ1■のシリンダー・ブロックのように品質
のやかましいものは，高炉銑を35～45％も使用するのである。スクラヅプの発
生地は，古くからの工業地帯と人口の密集地である。従って四大工業地帯及び
その周辺部に多量のスクラップが発生するので，それに近接して立地すること
は輸送投入（T・an・Po・t　InPut）を最小ならしめ有利である。また地方の鋳物工
場も，その地方で発生するスクラップを原料として営業しているのである。こ
のように銑鉄の建値制度と多量のスクラヅプの使用は，銑鉄供給地の立地牽引
力（1㏄・ti㎝alPu11）をますます弱めたのである。
　また熔剤としての石灰石は，わが国各地に普遷的に分布しており，またその
価格も安くコストのO．2％を占めるにすぎたいので，その立地に及ぼす影響力
は殆どないと言ってよいだろう。
　立地の偏椅因子である労働費はかなり高く，コストの約23劣を占めるが，
これは外注費を含んでいるので実際は5～10％位であ私このことは鋳物工業
はそれほど労働集約的産業ではないことを示している。それ故，現在鋳型工の
不足という現象も発生しているが，労働力は鋳物工業の立地をそれほど偏俺せ
しめなかったと言えよう。
　このように製品の因子で見る隈り，かつての鋳物砂のように立地を制隈する
　458
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第2図県別鋳物工場数と機械製造工場数の相関図
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ものは存在しない
のである。また歴
史的因子も戦後の
二十年間にそれほ
ど大きく変化した
ものはない。そこ
で今日の鋳物工業
の分布を規定して
いるのは，所在地
の因子及び杜会的
因子である。
　先にも述べたよ
うに，現在の鋳物
生産の90％以上
は械械鋳物である。
械機鋳物は一晶一
品の注文生産であり，大手械機メーカー，自動車メーカーなどの需要先の工場
に近接していることは，鋳物工業にとって自己負担の輸送費を軽減すると同時
に，種々の生産及び販売上の便宜性が得られるのである。
　鋳物製品の自已消費率は，製品の種類によってかなりの相異がある。すなわ
ら，ロール　70％，自動車　43％，港湾船舶　49％，鋳型・鋳型定盤　43％，
繊維機械　38劣，電気機械　35劣・産業機械　17％などとなってい飢ロール
は用途が隈られているので，大手の兼業メーカー，一貫メーカーが自杜で生産
し消費する率が高いのである。これに対して産業機械は，大部分の部品を中小
鋳物工場に発注していることが分かる。
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上記総設のうち地場雇臨依存度 O　一　一　〇 一17…
o．5万坪未満 O
用 面 o．トi万坪 □ O　O契 O．1凧W未満 o1‘3万坪 ロ　ロ O．1’O．3万W
ト5万坪 約 O．トO．5凧W
トlo万坪 ○ト1万岬 o o
エト別万坪 o 電 1山茗万kW
3ト50万坪 口 ；一；万kW O
地 棚 50－100万坪 力 5刊O万W
100万坪以上 1皿万W以上
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　　　　　　（注）本表におげる各項目記号の意味は次の通り
5年問に予想され新設工場
　　　◎5年問に相当規模の工場新設が期待できる
　　　05年間に若干規模の工場新設が期待できる
　　　□5年問に工場増加はないが移転は期待できる
　　　×5年間に工場新設ば期待できない　　　　（注）立地地点決定のものを除く
立地因子の重点
　　　◎…立地の絶対的要件となる　　　○…極めて重要である
　　　△…重要である
主要需要先との距離　　　製品需要先項目の〈最重要＞との関係について
　　　　　　　　　　　O…望ましい　　　　□…最大隈許容しうる距離
　　　　　　　　　　　　・…○と口の両老の内容を含む
（労働力）重視するもの
（労働力）想定従業者総数
（労働力）地場雇用依存度
（用地）面積
（用地）地価
先行造成を希望するか
（用　水）量
（用水）価格
◎…最も重視するもの　　　　○…次位に重視するもの
A　1000人以上　　　　B　500～1000人
C　100～500人　　　　D100人未満
◎地場依頼度がま以上　　　　O地場依存度が去～署
○最少限度必要な面積　　　　□望ましい面積
　　○と□の両老の内容を含む
◎特に安価であることを要件とする
○安価であることを要件とする
○希望する　　　　×希望しない
　　　　○最小隈必要な量　　　□望ましい量
　　　　・…○と□の両者の内容を含む
　　　　◎特に安価であることを要件とする
　　　　○安価であることを要件とする
（用水）海水を利用するか　　　　◎絶対に必要　　　　○必要
（道路）有料高速自動道　　　　　　O利用　　　　×不利用
（港湾）外内貿施設の必要性　◎絶対的要件である　　　　○重要である
　　　　　　　　　　　　X不要である
（港湾）外内貿施設専用の要○必要である　　　×公共施設でょい
（港湾）必要水深　　　　　　O外貿用　　　　△内貿用
資料：業種別立地因子調査研究会昭和42年3月
×不要
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　それ故，鋳物工業の立地は機械工業の立地と密接な関係があると考えられる。
そこで横軸に県別鋳物工場数をとり，縦軸に県別の一般機械器具製造業と輸送
用機械器製具造業の事業所（共に従業員20人以上）の合計をとり，両対数目盛
のグラフに表したのが，第2図であ乱これを見ても両老の問に密接な相関関
係があることが立証されよう。
　このように鋳物工業の立地は機械工業の立地と密接な相関関係にあるという
事実は，鋳物工業の立地は市場指向型（Ma・ket　O・iented）であることを示すも
のである。このことによって鋳物工業の70％が，京浜・中京・阪神・北九州各
工業地帯を中心とする太平洋岸ベルト地帯に集中していることが説明されるの
である。以上のまとめとして第10表を掲げ本節を終りたい。＝5〕この表に於いて
も銑鉄鋳物工場の立地因子の最も重要なものとして，国内の製品市場をあげて
いる。またこの表には銑鉄鋳物の需要先として，乗用車，トラクター，金属工
作機械製造産業の立地因子を合せて戴せておいた。161そこに於いて下請工場等
の集積が最重要因子となっている点に注意されたい。
注（1〕前掲r銑鋳物工業実態調査報告書」
　（2〕目本産業構造研究所「鋳物工業の構造的特質と問題」　昭和38年12月
　（3）佐藤　弘「経済地理」
　（4〕山口貞雄「目本におげる鼠銑鉄鋳物工場の立地」東京学芸大学研究報告Vo16
　　1955年
　（5〕　目本工業立地センター編「工業立地ノ・ンドブック」1969年版，p．152p．156
　（6）これら産業の主要工場の分布については，同上「ハンドブック」を参照されたいo
3　鋳物工業の立地一その遇去と将来一
　前節に於いて述べてきたように，鋳物工業ぼ本質的には市場指向型産業
（Ma・ket0・iented　indust・y）と定義づげられる。現在の鋳物工業の分布は，機
械製造工業，輸送用機器工業の分布と密接な関係があることが立証された。そ
こで時系列で見て，鋳物工業の分布はどのように変化してきたか。また今後は
何処に立地するかということが残された問題であ肌
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第11表県別鋳物工場数の推移
都遣府県名11852年ユ909牢 1929竿11946年11950年11958年11968年
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　第11表は県別の鋳物工場数を7つの時点でおさえたものである。各年度によ
りまた資料によって，統計の探り方に相異があるので，この数字を単純に比較
することは出来ない。しかしながら全体的な傾向を掘むには，これで一向差し
支えたいのである。
　先述したように鋳物工場の中には100年以上も前から営業を続けているもの
も若干あるので，参考までに近世のものとして1852年の数字を挙げた。この
当時の鋳物師は，京都の蔵人所の直継家を中心として株仲間を結成していたの
でこれはその資料に拠ったものであ乱ωしかしここで指適しておかなけれぼ
ならないことは，この株仲間はほぽ全国の鋳物師によって結成されていたので
はあるが，京，大阪，江戸の鋳物師達と九州及び東北の一部の鋳物師がこれに
参加していなかったことである。したがってこの資料は，その当時の鋳物師の
完全た分布を示すものではないが，上述の点に留意して用いれば非常に有効で
ある。第3図はこれを図示したものである。この図から一見して分かることは，
当時の鋳物産地の分布は，今日のそれとはかなり異なった様相を示しているこ
とである。これはどのようなことに帰困するのであろうか。それは当時の人口
が今日よりも平均的に分布しており，また当時の貧弱な輸送手段からして，消
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第3図近世の鋳物産地（1852年頃）
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費地の牽引力は今日よりも一層強かったと考えられるのである。またこれらの
産地の大部分が河川に沿って立地しているのは，聚落が河川に沼って発達し，
交通路もこれに沼って発達していたという事実の他に，鋳型に用いる良質の川
砂を求めた姿にほかならたい。原料面はここでは触れないが，それらは今目考
えるほど制限的因子となっていなかったと言えよう。それに加うるに，裁建領
主が領国経済の必要上，鋳物師達を保護して城下町などに住まわせたことが大
きな原因となっている。このようなことにより，当時の鋳物産地は，全国各地
の城下町や港町，門前町，宿場町などが多かった。そして第3図に見るように，
京都を中心とする古い文化圏と北陸にかなり産地があったことが窺える。また
江戸，京，大阪も勿論大きな産地であったことは言うまでもない。
　しかしながら当時の重工業として盛えた鋳物工業も，明治維新後の産業構造
の変化，技術革新，国民の生活様式の変化などによって大きな転換に迫まられ，
その転換を成し遂げた産地のみが存続し，他の多くの産地は没落していったの
であ肌明治初年の統計があれば，この過程を明蹴こ示すことが可能であるが，
残念なことにこの当時そのような統計がとられていないので，明らかにするこ
とが出来ない。これよりやや時代の下った1919年の統計は，従来からの産地
に代って，新たに東京・大阪を中心として機械鋳物工場が発生してきたことを
示している。その他の工場数9以下の県は，旧来の産地が存続しているものが
多いと思われる。
　目用品鋳物から機械鋳物への生産転換は，当初では鉄柵，水遣管などの土木
建築用鋳物生産という形で行なわれ，漸次，造船，鉱山機械器具，紡績機械部
品の鋳物生産が発達した。この転換に当たって，日清・日露・第一次大戦によ
る軍需品の発注，関連機械工業の需要増大の果した役割は大きい。同様なこと
ば第二次犬戦についても言える。
　戦後は機械工業，輸送用機器産業の本格的発展に伴なって，鋳物工業は先述
のように新しい拡大と発展を遂げてきたのである。このような発展過程の中で，
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第4図　銃鉄鋳物業の県別分布（1919年）
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第5図　銑鉄鋳物工場の分布（1947年）
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鋳物工業の立地はどのような変化を遂げて来たのであろうか。第5図は1947年
の分布を示すものであるが，ほぼ今日の分布と同じ型を示していることが分か
る。第6図は鋳物工場の集積の多い上位五県の全国比の推移を表したものであ
る。これによれぼ，1909年頃はまだ新興の産地も少なく集中度も55％位であ
ったが，東京・大阪を中心として工業が次第に発達して来ると1919年には65％
という高い集中度を示すようになった。そしてそれ以降は四大工業地帯の形成
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などがありほぽ60％前後を緯持　　　　第6図上位五県の集中度の推移
してきた。しかし戦後の日本経
　　　　　　　　　　　　　　100済の急激な発展は，既成工業地　％
帯での用地難（それに伴なう地
価上昇），用水難，交通難，騒
音，煤煙などの弊害を生みだし
た。新設工場の多くはこれらの　50
地域の周辺部や内陸部に立地す
る傾向が見られ，四大工業地帯
は一つに連がった太平洋岸ベル
ト地帯へと空間的拡大を遂げつ
　　　　　　　　　　　　　　　0
つあるのである。特に機械工場　　九九　九九　九九　九九　九九
　　　　　　　　　　　　　　　　○一一二二三四五五六は内陸部や周辺部に立地したも　　九四　九四　九五　六○　八八隼
のが多く，鋳物工場もそ　　　　　　　　　　　　　　　第一図　県別鋳物工場のローレソツ箇線
れに伴ないこれらの地域
　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％
で増加したので，上位五　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物県の集中度は最近では50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場％を割るに至った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　このような分散傾向は
第7図のローレソツ曲線　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　50
によっても実証されよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968年う。即ち，鋳物工業はか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1919年たり地域的集積の高い工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1950年
業ではあるが、1919年か
ら！950年，1968年と序々　　0県数（％）　　　　50　　　　　　　10
に分散している傾向が見られる。
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　以上のことから結論として言えることは，既成工業地帯内の鋳物工場数は今
後絶対的には増加することがあっても，その相対的比重は次第に低下するであ
ろう。それは下請的な癌械鋳物生産という現在の鋳物工業の立場からして，そ
の需要先の立地に牽引される姿に他ならないのである。
注（1〕　「文政11年改諾国鋳物師名寄記」流通経済論集v013N0．1昭和43年
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